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日
郵
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特
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雑
聴
第
四
五
三
號

昭
稲
五
十
七
年
八
月
二
十
日
焚
行

二四十七巻　　第三

　　　第五百四十五號

　昭和五十七年八月二十日嚢行

手
量
と
帰
属
の
理
論
（
承
前
・
完
Y
：
…
…
…
山

共
同
体
論
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お
け
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同
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の
問
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…
…
中
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分
割
法
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案
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：
・
：
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…
…
小

ー
プ
ラ
ト
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後
期
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篇
へ
の
視
点
－
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観
と
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発
性
：
…
…
：
…
…
…
・
：
…
…
：
…
酒

i
ラ
イ
プ
ニ
ッ
ツ
形
而
上
学
の
根
本
問
題
－

書
評
川
原
栄
峰

　
　
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
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思
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』
…
…
…
…
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京
都
哲
學
會
規
約

一
、
本
會
は
膝
当
に
お
け
る
哲
學
の
研
究
と
そ
の
普
及
を
醐
る

こ
と
を
目
的
と
す
る

㎝
、
右
の
目
的
の
た
め
に
左
の
事
業
を
行
う

e
　
會
誌
「
哲
畢
研
究
」
を
蛮
行
す
る

⇔
　
毎
年
公
開
講
演
會
を
開
く

日
　
随
時
研
究
會
を
開
く

㎜
、
本
絹
の
事
業
を
遂
行
す
る
た
め
に
委
員
若
干
名
を
お
く

委
員
は
京
都
大
學
文
學
部
哲
學
科
教
富
及
び
委
員
曾
に
お
い

て
推
薦
し
た
も
の
に
委
嘱
す
る

一
、
本
會
は
賛
助
員
若
干
名
を
お
く
　
賛
助
員
は
會
員
の
中
か

ら
委
員
會
が
推
薦
す
る

一
、
本
丁
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
な

い
　
學
校
・
選
書
館
・
其
他
の
團
盟
は
圏
膿
の
名
を
以
て
入

會
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
會
員
は
會
費
と
し
て
年
三
、
六
〇
〇
画
（
曾
誌
四
冊
分
を

含
む
）
を
前
納
す
る

一
、
會
員
は
會
誌
の
配
布
を
受
け
會
誌
に
豫
告
す
る
諸
種
の
行

事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
る

一
、
本
會
は
事
務
所
を
京
都
大
學
文
學
部
内
に
お
く

「
、
規
約
の
改
正
は
委
員
會
の
決
定
に
よ
る

京
都
哲
三
三
役
員

委
　
員
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会

告

京
都
哲
学
会
公
開
講
演
会
予
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
時
　
十
月
三
十
日
（
土
）
午
後
一
時
半

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
会
場
　
京
都
大
学
文
学
部
第
七
講
義
室

一、

`
務
論
理
学
の
哲
学
的
意
味
…
…
…
…
…
：
…
・
京
都
大
学
教
授
山
　
下

一
、
藝
術
作
品
の
概
念
…
…
…
：
：
…
…
・
・
…
…
…
…
京
都
大
学
教
授
　
新
　
　
田

※
　
右
終
了
後
楽
友
会
館
に
て
懇
談
晩
餐
会
を
開
き
ま
す
（
会
費
約
四
千
円
）
。

※
　
所
属
機
関
長
宛
出
張
許
可
依
頼
状
御
入
用
の
方
は
京
都
哲
学
会
ま
で
お
申
西
下
さ
い
。

　
　
　
　
昭
和
五
十
七
年
八
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
　
　
都
　
　
哲

正
　
　
男

博
　
　
衛

（
講
演
順
）

学

会



422

哲
学
研
究
　
第
五
百
四
十
五
号

り
、
「
絶
対
無
の
場
所
」
の
経
験
が
内
に
孕
む
直
観
的
直
証
性
を
も
論
理

的
形
式
の
中
に
掬
い
上
げ
よ
う
と
す
る
努
力
は
、
文
字
通
り
現
象
学
の
可

能
性
を
徹
底
し
て
追
究
す
る
姿
勢
に
相
当
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
決
し

て
過
少
評
徳
で
き
な
い
。

　
さ
て
、
ど
こ
ま
で
も
こ
の
自
覚
に
徹
し
よ
う
と
す
る
不
退
転
の
姿
勢
に

お
い
て
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
と
親
近
な
と
こ
ろ
に
あ
り
な
が
ら
、
「
哲
学
」
の

可
能
性
に
対
し
て
異
な
る
見
方
を
持
つ
西
田
の
場
合
を
、
今
、
と
り
あ
げ

て
み
た
の
だ
が
、
そ
も
そ
も
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
努
力
も
「
語
ら
れ
ぬ
ま
ま

に
留
ら
ざ
る
を
得
ぬ
か
の
も
の
（
〕
①
昌
①
ロ
。
）
」
　
（
冨
§
§
、
肉
魯
奪
，
§
恥

譜
物
b
§
渉
§
ひ
ω
●
鱒
ど
翼
。
ω
吋
ρ
蒙
巳
躍
コ
σ
q
①
昌
這
①
9
）
を
思
索
の
言
葉
に

も
た
ら
そ
う
と
す
る
「
言
葉
へ
の
回
申
（
¢
睡
夢
婁
。
α
q
ω
N
9
ω
O
摂
。
ゲ
①
）
」

で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
し
、
ま
た
著
者
の
『
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
惟
』
に

お
け
る
ト
ポ
ロ
ギ
ー
解
明
も
、
こ
の
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
“
た
ゆ
ま
ぬ
労
苦

の
ひ
と
す
じ
の
道
”
を
一
緒
に
歩
む
こ
と
に
お
い
て
、
思
索
の
言
葉
と

経
験
の
真
に
プ
リ
ミ
テ
ィ
ヴ
な
可
能
性
の
領
域
を
自
ら
試
掘
し
た
も
の
な

の
で
あ
る
。
実
際
、
著
者
は
「
後
書
き
」
の
末
尾
に
こ
う
述
懐
し
て
い

る
e

　
。
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
思
惟
は
、
け
っ
き
ょ

く
、
語
の
き
わ
め
て
複
雑
な
意
味
に
お
い
て
一
翻
の
ア
ウ
ト
ビ
オ
グ
ラ
フ

ィ
…
な
の
だ
ろ
う
か
？
そ
し
て
、
私
の
こ
の
本
も
～
”
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）

　
（
筆
者
　
た
け
う
ち
・
と
お
る
　
高
野
山
大
学
文
学
部
〔
倫
理
学
〕
・

　
　
　
　
　
　
　
竜
谷
大
学
経
済
学
部
〔
倫
理
学
〕
非
常
勤
講
師
）

一
三
四

一

次目口

写前

随
眠
と
帰
属
の
理
論
（
承
前
）
…
…
…
…
：
…
…
・
山
内
肩
下

デ
カ
ル
ト
の
自
由
意
志
論
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
西
村
嘉
彦

相
互
作
用
論
か
ら
見
た
キ
ャ
リ
ア
分
析
…
…
…
…
宝
月

　
1
『
ジ
ャ
ッ
ク
・
ロ
ー
ラ
ー
』
の
解
釈

　
　
　
　
の
試
み
ー

ヘ
ー
ゲ
ル
の
啓
示
宗
教
論
…
…
…
：
…
：
…
・
：
…
：
氷
見

－
『
精
神
魂
象
学
』
に
お
け
る
一

誠潔

書
評
　
浜
田
義
文
『
カ
ン
ト
倫
理
学
の
成
立
ー
イ
ギ
リ
ス

　
道
徳
哲
学
及
び
ル
ソ
ー
思
想
と
の
関
係
』
…
…
…
…
小
能
…
勢
記



大
　
京
都
哲
学
会
委
員
の
異
動

　
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
貝
を
も
っ
て
、
薪
た
に

　
清
水
御
代
明
（
し
み
ず
．
み
よ
あ
き
）
氏
一
心
理
学
講
座
助
教
授
に
着

任
の
た
め
一
、
御
牧
克
己
（
み
ま
き
・
か
つ
み
）
氏
一
仏
教
学
講
座
助

教
授
に
着
任
の
た
め
一
が
、
京
都
哲
学
会
委
員
に
加
は
ら
れ
た
。
な
ほ
、

五
十
五
年
四
月
一
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
た
佐
々
木
源
氏
の
後
任
と
し

て
、
同
β
付
を
も
っ
て
、
竹
原
創
一
（
た
け
は
ら
・
そ
う
い
ち
）
氏
（
基
督

教
学
講
座
助
手
に
着
任
）
が
、
委
員
に
就
任
さ
れ
て
み
る
。

　
前
々
号
（
五
四
三
号
）
の
誤
植
訂
正

　
　
　
　
　
　
　
誤
　
　
　
　
　
　
　
正

七
二
頁
二
一
行
　

二
の
（
2
6
）
　
　
　
　
二
の

前
号
（
五
四
四
号
）
の
誤
植
訂
正

　
　
　
　
　
　
　
誤

一
一
頁
三
行
　
　
　
（
U
o
窪
8
①
け
Φ
ω
。
。
①
コ
薮
．

　
　
　
　
　
　
　
歴
ω
。

一
〇
九
頁
一
八
行
　
一
初
捨
象

一
〇
九
頁
二
三
行
　
見
出
す
（
－
）
。

（
2
3
）

正（
U
o
①
鼻
Φ
簿

困
・
ω
）
。

一
切
捨
象

見
出
す
（
－
o
）
。

Φ
o
ゆ
ロ
α
Φ
P
寓
鋤
’

告予文論口

写次

占
代
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
好
奇
心
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
、

　
　
　
　
　
　
噸
．
噸
．
．
．
．
．
。
．
．
．
．
．
．
陰
．
．
．
．
．
．
．
．
璽
。
．
．
。
．
オ

垣
　
　
渉

論
理
に
お
け
る
原
理
的
な
る
も
の

　
　
ー
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
所
論
を
め
ぐ
っ
て
f
i

　
　
　
　
　
　
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
大
　
出
　
　
昆

力
学
に
お
け
る
決
定
論
と
意
識
の
自
由
に
つ
い
て

　
　
1
情
報
構
造
と
し
て
の
意
識
一

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
：
…
…
・
…
…
…
品
川

嘉
也

デ
カ
ル
ト
に
お
け
る
永
遠
真
理
創
造
説
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
…
…
…
…
…
…
：
・
…
…
…
平
松
　
希
伊
子
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‘

金
日

出

「
、
本
會
は
會
員
組
織
と
し
會
員
に
は
資
格
の
制
限
を
設
け
ま

せ
ん
、
入
會
希
望
の
方
は
京
都
市
左
京
囁
吉
田
京
都
大
學
文

學
部
内
京
都
哲
學
禽
（
振
替
口
座
京
都
二
一
四
〇
三
九
番

京
都
哲
學
會
）
宛
に
規
定
の
會
費
（
年
三
、
六
〇
〇
圓
、
但

し
、
寸
寸
四
冊
分
）
を
お
珪
華
下
さ
い

又
會
員
へ
の
會
誌
送
付
、
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
購
入
及
び
蛮
欝

に
關
す
る
一
切
は
東
京
都
千
代
田
鷹
｝
番
町
｝
七
番
地
創
文

甦
（
振
替
口
座
東
京
二
一
九
二
四
七
二
番
）
宛
に
願
い
ま
す

一
、
會
員
の
韓
居
・
入
退
會
の
事
務
及
び
編
輯
事
務
の
一
切
は

京
都
哲
學
三
塁
に
御
通
知
下
さ
い

、
本
誌
の
編
輯
に
關
す
る
通
信
・
新
刊
書
。
寄
購
雑
誌
等
は

本
會
宛
に
お
送
り
下
さ
い

京

都
　
哲
　
學
　
會

京
都
市
左
京
賑
吉
田

京
都
大
學
文
學
部
内

昭
和
五
十
七
年
八
月
十
五
日
印
刷

昭
和
五
十
七
年
　
八
　
月
二
十
日
　
蛮
行

編
輯
担
当

発編

行輯

人兼

京
都
大
學
文
學
部
内

京
　
都
　
斗

酒
　
　
藤

一二

武會

賞
捌
所

印
　
渕
　
所

崇曉霧崇久欝
1罵1繕重創

関野隙囁
駄論理文
云會ス野津
擁門鑑男肚

　
　
　
註
　
文
　
規
　
定

一
、
會
員
以
外
の
購
讃
者
の
御
註
文
及
び
廣
告
掲
載
に
關
す
る

件
は
「
創
文
書
」
へ
御
申
込
下
さ
い

一
、
本
誌
の
御
註
文
は
す
べ
て
代
金
送
料
共
（
送
料
、
一
部

六
〇
圓
）
前
金
に
て
お
送
り
下
さ
い
」



昭
和
五
十
七
年
八
月
十
五
日
印
刷

昭
鞠
五
十
七
年
八
月
二
十
日
焚
行
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